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　９
月
定
例
会
は
、
８
月
27
日
か
ら
９

月
６
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
改

革
特
別
委
員
会
報
告
、
専
決
処
分
の
承

認
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予

算
、
監
査
報
告
、
お
よ
び
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　町
財
政
の
厳
し
い
現
状
に
鑑
み
、
今
回
は

設
置
せ
ず
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
し
た
。

⑤
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
促
進
に
つ
い
て

　議
会
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
等
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　
　
　に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
真
鶴
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号))

　文
部
科
学
省
よ
り
委
託
を
受
け
た
平
成
25

年
度
社
会
教
育
活
性
化
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

平
成
25
年
７
月
１
日
よ
り
事
業
着
手
す
る
こ

と
に
伴
う
委
託
料
な
ら
び
に
経
費
の
予
算
措

置
で
す
。

　
　
　真
鶴
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
　
　
　

　
　

　青
木
宏
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　真
鶴
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す

　
　
　る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

　子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
計
画
等

を
総
合
的
に
審
議
す
る
機
関
と
し
て
「
真
鶴

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

村
田
　委
員
の
選
出
方
法
と
年
間
の
開
催
回

数
は
？

健
康
福
祉
課
長
　委
員
は
学
識
経
験
者
、
民

生
・
児
童
委
員
、
幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者

な
ら
び
に
保
護
者
代
表
、
福
祉
・
教
育
関
係

の
行
政
職
員
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
15
名
以
内
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
は
３
回
ほ
ど
開
催
す
る
予
定
。

板
垣
　具
体
的
に
は
何
名
の
予
定
か
？

健
康
福
祉
課
長
　現
時
点
で
は
13
名
の
予
定
。

　
　
　真
鶴
町
特
別
職
の
職
員
中
の
非
常

　
　
　勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　真
鶴
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
を
真

鶴
町
特
別
職
の
職
員
中
の
非
常
勤
職
員
に
位

置
づ
け
、
報
酬
日
額
８
０
０
０
円
を
支
払
う

た
め
の
措
置
で
す
。

村
田
　会
議
時
間
に
関
わ
ら
ず
日
額
８
０
０

０
円
が
支
払
わ
れ
る
の
か
？

総
務
課
長
　非
常
勤
特
別
職
は
一
律
で
日
額

８
０
０
０
円
と
し
て
お
り
、
短
時
間
で
終
了

す
る
も
の
は
半
日
と
し
て
４
０
０
０
円
と
し

て
い
る
。

　
　
　真
鶴
町
介
護
保
険
条
例
及
び
真
鶴

　
　
　町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
　

　委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
項
目
に
つ
い

て
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　平
成
25
年
６
月
定
例
会
よ
り
、
制
限
時

間
を
45
分
と
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用

し
ま
し
た
。

②
議
員
定
数
等
に
つ
い
て

　町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
を
聴
く

会
で
の
意
見
等
を
参
考
に
協
議
、
議
員
定

数
を
１
名
削
減
の
11
名
と
し
、
平
成
25
年

３
月
定
例
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

③
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　決
算
特
別
委
員
会
は
設
置
せ
ず
、
予
算

審
議
と
同
様
、
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

④
議
会
費
（
政
務
活
動
費
）
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
地
方

税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
延

滞
金
利
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
、
平
成
26

年
１
月
１
日
よ
り
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
改
正
後
の
延
滞
金
利
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て
も
地
方
税
と
同
じ
延
滞
金
利
率

を
適
用
す
る
た
め
の
措
置
で
す
。

　
　
　平
成
25
年
度
真
鶴
町
一
般
会
計
補

　
　
　正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
　

　歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
５
６
４
万
３

０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
29
億

３
１
４
４
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

二
見
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担
金

が
、
児
童
数
の
増
に
伴
い
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
何
名
に
増
加
し
た
の
か
？

健
康
福
祉
課
長
　当
初
予
算
の
17
名
が
12
名

増
加
し
29
名
に
な
っ
た
。

二
見
　こ
れ
に
伴
い
先
生
の
数
も
増
加
す
る

の
か
？

健
康
福
祉
課
長
　当
初
よ
り
30
名
程
度
ま
で

対
応
で
き
る
人
員
配
置
を
し
て
い
る
の
で
現

状
の
ま
ま
で
あ
る
。

岩
本
　支
え
合
い
・
分
か
ち
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
の
目
的
、
実
施
主
体
は
？

健
康
福
祉
課
長
　目
的
は
、
町
の
総
合
計
画

8
月
27
日
〜
9
月
6
日

　定例
会
開
催

議
会
改
革
特
別
委
員
会
報
告

9月定例会報告

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

９
月
定
例
会
報
告子

ど
も
・
子
育
て
を
支
援
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
を
支
援
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
を
支
援
す
る
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監
査
報
告

に
掲
げ
て
い
る
買
物
代
行
等
の
事
業
で
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
に
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

岩
本
　平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
地
域
支

え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
作
成

し
た
要
援
護
者
名
簿
等
の
今
回
の
事
業
へ

の
活
用
は
？

健
康
福
祉
課
長
　調
査
デ
ー
タ
を
対
象
者

の
抽
出
等
に
活
用
す
る
こ
と
を
、
委
員
会

を
設
け
検
討
し
て
い
く
。

岩
本
　例
え
ば
買
物
代
行
、
ご
み
出
し
等

の
ニ
ー
ズ
調
査
は
？

健
康
福
祉
課
長
　抽
出
し
た
対
象
者
が
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
て
い
る

か
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

岩
本
　モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
例
え
ば
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
一
部
の
地
域

だ
け
で
も
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
の
は
？

健
康
福
祉
課
長
　今
後
、
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
真
鶴
町
に
あ
っ
た
形
を
検
討
し
一

部
で
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

青
木
嚴
　美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
訂
委

託
先
と
の
契
約
は
、
随
意
契
約
か
？

教
育
課
長
　入
札
に
よ
る
予
定
で
あ
る
。

黒
岩
　湯
河
原
町
水
路
改
修
費
負
担
金
が

減
と
な
っ
た
理
由
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長
　当
初
予
算
の
う
ち
、

音
無
川
水
路
改
修
工
事
終
了
後
に
行
わ
れ
て

い
る
道
路
整
備
事
業
は
水
路
改
修
に
伴
う
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
減
額
と
な
っ
た
。

　監
査
委
員
よ
り
、
平
成
24
年
度
真
鶴
町
一

般
会
計
、
６
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会

計
の
決
算
審
査
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

９
月
定
例
会
報
告

質疑応答

議会だより まなづる Vol.41

「
真
鶴
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」設
置
!!

「
真
鶴
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」設
置
!!

「
真
鶴
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」設
置
!!
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〈
歳
入
〉

青
木
嚴
　緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
補
助
金
は
、

ど
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？

産
業
観
光
課
長
　21
年
度
か
ら
失
業
対
策
、

24
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
補
助
員
、

博
物
館
の
受
付
、
観
光
協
会
で
観
光
推
進
の

た
め
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
。

青
木
嚴
　今
後
の
補
助
は
継
続
さ
れ
る
の
か
？

産
業
観
光
課
長
　25
年
度
は
直
接
雇
用
が
で

き
な
い
が
委
託
事
業
の
み
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
26
年
度
以
降
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

か
な
り
厳
し
く
な
る
模
様
で
あ
る
。

青
木
嚴
　松
任
市
の
中
川
一
政
美
術
館
と
交

流
は
？

教
育
課
長
　絵
葉
書
を
相
互
に
委
託
販
売
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
部
分
で
も
進
め
て
行
き

た
い
。

村
田
　テ
レ
ビ
神
奈
川
配
当
金
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
町
が
株
を
持
っ
て
い
る
の
か
？

総
務
課
長
　テ
レ
ビ
局
が
設
立
さ
れ
た
と
き

に
全
市
町
村
で
株
式
を
購
入
し
た
。
真
鶴
町

と
し
て
１
１
０
０
株
、
55
万
円
購
入
し
た
。

今
回
初
め
て
配
当
金
収
入
が
あ
っ
た
。

青
木
繁
　防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
を
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
？

総
務
課
長
　第
一
分
団
と
、
岩
海
岸
の
監
視

所
に
置
い
て
あ
る
。
今
後
、
防
災
意
識
の
啓

発
と
い
う
形
で
使
っ
て
い
き
た
い
。
津
波
避

難
訓
練
の
と
き
な
ど
、
啓
発
に
使
っ
て
い
き

た
い
。

二
見
　防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
の
日
常
の
点
検
は
？

総
務
課
長
　点
検
し
て
み
た
と
こ
ろ
不
備
は

な
い
。

〈
歳
出
〉

岩
本
　神
奈
川
県
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業

で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

町
民
生
活
課
長
　メ
リ
ッ
ト
は
、
県
の
補
助

金
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
管
理
を

県
内
だ
け
で
は
な
く
震
災
以
降
、
大
阪
で
も

行
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
を
案
分

し
て
い
る
。

村
田
　住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
ど
の
程
度

の
発
行
実
績
か
？

町
民
生
活
課
長
　平
成
23
年
度
は
51
件
、
平

成
24
年
度
で
37
件
発
行
。

神
野
　情
報
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
の

受
講
者
は
？

企
画
調
整
課
長
　平
成
23
年
度
は
２
２
７
名

平
成
24
年
度
は
47
名
の
参
加
者
。

神
野
　期
日
前
投
票
を
簡
略
す
る
た
め
に
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
用
紙
に
記
載
し
て
投
票

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
町
で
導
入
は
？

総
務
課
長
　経
費
の
問
題
な
ど
で
考
え
て
い

な
い
。

神
野
　生
き
が
い
事
業
団
の
助
成
金
減
額
の

理
由
は
？

健
康
福
祉
課
長
　登
録
会
員
は
増
え
て
い
る

が
、
そ
れ
に
対
す
る
仕
事
が
少
な
い
。

青
木
巖
　生
垣
設
置
奨
励
補
助
事
業
は
継
続

す
る
の
か
？

ま
ち
づ
く
り
課
長
　申
請
が
あ
っ
た
と
き
の

み
、
補
正
で
対
応
す
る
。
１
メ
ー
ト
ル
当
た

り
５
０
０
０
円
の
補
助
。

青
木
巖
　心
の
教
室
相
談
事
業
、
不
登
校
訪

問
相
談
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
？

教
育
課
長
　支
援
教
育
の
推
進
の
中
で
実
施

し
、
中
学
校
の
心
の
教
室
相
談
室
で
は
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
を
受
け
て
い
る
。
24
年
度

は
35
回
の
相
談
を
受
け
た
。
不
登
校
訪
問
は

家
庭
訪
問
し
て
お
り
、
24
年
度
は
98
回
訪
問

決
算
の
認
定
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し
た
。

青
木
巖
　新
し
い
公
共
の
場
モ
デ
ル
事
業

で
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
と
の
関
係
と
運

営
事
業
は
？

教
育
課
長
　デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
に
は

海
の
学
校
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

24
年
度
は
33
回
１
４
５
９
名
の
参
加
。
他

に
真
鶴
自
然
ク
ラ
ブ
７
回
、
１
４
２
名
の

参
加
。
海
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
41
回
９
１
６

名
の
参
加
実
績
。

板
垣
　奨
学
金
事
業
で
、
入
学
支
度
金
の

申
込
者
全
員
が
支
給
を
受
け
た
の
か
？

教
育
課
長
　対
象
者
す
べ
て
に
出
し
て
い

る
。

海
野
　丁
場
道
路
補
修
金
が
以
前
減
額
さ

れ
た
が
、
今
後
も
減
額
さ
れ
た
ま
ま
か
？

産
業
観
光
課
長
　25
年
度
も
同
額
の
予
定
。

町
長
　本
来
な
ら
産
業
道
路
な
の
で
町
が

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
だ
が
、

組
合
と
の
話
し
合
い
で
補
助
事
業
と
な
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
も
組
合
と
話
し
合

い
た
い
。

議会を傍聴してみませんか
次の議会は
　 定例会12月12日㈭・13日㈮の
　　　　予定です。

真鶴地域情報センター
でも議会中継をしてます。

遠藤貝類博物館オープンラボ遠藤貝類博物館オープンラボ

中川一政美術館中川一政美術館



者
の
合
意
に
よ
る
契
約
金
額
。

町
長
　医
師
の
時
間
単
価
は
８
０
０
０
円
か

ら
一
万
円
。
産
業
医
は
執
務
環
境
も
見
な
く

て
は
い
け
な
い
。

草
柳
　駅
前
の
駐
輪
場
は
今
後
ど
う
な
る
の

か
？

町
長
　昨
年
委
託
期
間
は
終
わ
っ
た
が
、
赤

字
を
出
し
て
い
る
の
で
１
年
延
期
を
希
望
す

る
申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
の
直
営
か
、
第
３

セ
ク
タ
ー
に
す
る
か
、
指
定
管
理
者
に
任
せ

る
か
は
今
後
検
討
し
た
い
。
利
用
者
は
湯
河

原
町
民
が
多
い
。

青
木
嚴
　ゴ
ミ
焼
却
場
の
焼
却
灰
の
処
理
費

は
？
国
・
県
の
補
助
は
あ
る
の
か
？

課
長
　焼
却
灰
の
処
理
費
は
１
５
５
１
万
２

７
７
５
円
で
負
担
金
の
15
・
３
％
。
日
々
出

る
焼
却
灰
と
最
終
処
分
場
の
灰
と
は
運
ぶ
場

所
は
一
緒
だ
が
別
の
車
で
搬
出
す
る
。
科
目

も
違
う
の
で
量
は
把
握
し
て
い
る
。
日
々
の

も
の
に
は
国
・
県
の
補
助
は
な
い
。
最
終
処

分
場
の
再
生
工
事
に
は
１
市
３
町
の
地
域
計

画
で
あ
げ
て
あ
る
。

青
木
嚴
　税
の
収
納
率
は
？

課
長
　24
年
度
分
は
97
・
47
％
で
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
０
・
07
％
。
滞
納
繰
越
分
は
23
・

61
％
で
前
年
度
比
プ
ラ
ス
０
・
99
％
。

青
木
嚴
　固
定
資
産
税
の
減
収
は
？

課
長
　固
定
資
産
税
の
土
地
分
に
つ
い
て
は
、

若
干
で
は
あ
る
が
地
価
の
下
落
が
続
い
て
い

る
こ
と
。
家
屋
分
に
つ
い
て
は
、
再
建
築
価

格
の
比
率
が
木
造
で
０
・
99
％
、
非
木
造
で

０
・
96
％
と
な
っ
た
こ
と
が
減
の
要
因
。

青
木
嚴
　増
や
す
に
は
？

課
長
　土
地
に
つ
い
て
は
地
価
の
影
響
を
受

け
る
。
家
屋
の
新
築
が
増
え
れ
ば
可
能
。

町
長
　雑
種
地
を
宅
地
に
す
る
と
か
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
見
直
せ
ば
分
譲
も
進
む
と
思

わ
れ
る
の
で
、
12
月
を
目
途
に
改
正
し
た
い
。

青
木
嚴
　軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
？

課
長
　車
種
で
い
う
と
、
原
付
は
３
年
間
で

13
・
24
％
の
減
、
軽
四
乗
用
車
は
８
・
３
％

の
増
。
こ
れ
に
よ
り
３
・
36
％
の
増
収
と
な

っ
て
い
る
。
軽
自
動
車
税
の
増
税
が
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
約
１
０
０
０
万
円
に
見
合

う
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
大
き
な
増
税
と
な

る
。
税
制
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。
　

青
木
嚴
　健
康
診
査
事
業
の
内
容
は
？

課
長
　ガ
ン
検
診
、
住
民
健
診
、
成
人
歯
科

健
診
な
ど
。

青
木
嚴
　検
診
率
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
？

課
長
　ガ
ン
検
診
は
横
ば
い
。

青
木
嚴
　診
療
所
は
診
査
事
業
の
受
け
皿
に

な
る
の
か
？

課
長
　話
は
し
て
い
る
が
、
外
来
中
心
で

や
っ
て
い
る
の
と
、
機
器
の
問
題
も
あ
る
。

青
木
嚴
　介
護
保
険
料
が
未
納
だ
っ
た
ら
？

課
長
　サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
制
限
を
受

け
る
。

青
木
嚴
　納
税
は
自
動
振
替
を
奨
励
し
て
い

る
が
、
方
策
は
？

課
長
　通
知
の
中
に
入
れ
て
お
知
ら
せ
を
し

て
い
る
が
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別

徴
収
が
始
ま
る
ま
で
の
期
間
が
短
い
た
め
口

座
振
替
に
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

青
木
嚴
　徴
収
率
は
高
い
と
思
う
が
？

課
長
　普
通
徴
収
の
徴
収
率
は
88
・
８
％
。

青
木
嚴
　包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
指
定
管
理

に
な
る
の
か
？

課
長
　対
象
者
が
増
え
て
く
る
と
直
営
で
は

や
り
き
れ
な
い
。
指
定
管
理
で
は
な
く
委
託

で
。

青
木
嚴
　振
興
協
会
は
？

課
長
　老
人
保
健
施
設
も
運
営
し
て
い
る
と

い
う
実
績
は
あ
る
。

黒
岩
　保
険
料
の
不
納
欠
損
が
１
３
５
件
あ

る
と
の
説
明
だ
っ
た
が
？

課
長
　対
象
者
は
死
亡
ま
た
は
転
出
し
た
者
。

い
ま
ま
で
は
調
査
が
難
し
か
っ
た
が
、
税
務

収
納
課
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
た
め
前
年

度
比
１
０
４
件
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
る
。

青
木
嚴
　一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
が
９
２

５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
？

課
長
　平
成
23
年
度
の
不
足
額
を
24
年
度
予

算
か
ら
繰
上
げ
充
用
し
た
の
が
１
０
７
１
万

１
０
０
０
円
で
、
25
年
度
は
８
１
６
万
円
を

繰
り
越
し
た
。
起
債
の
償
還
が
２
５
０
０
万

円
な
の
で
、
実
質
は
７
０
０
０
万
円
ほ
ど
。

青
木
嚴
　診
療
収
入
の
減
に
つ
い
て
？

町
長
　受
診
数
の
減
に
よ
る
。
入
院
が
な
く

な
っ
た
こ
と
と
薬
価
率
が
下
が
っ
た
こ
と
も

委
員
会
報
告
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議会だより まなづる Vol.41

一
般
会
計

　
　
　町民
生
活
課

一
般
会
計

　
　
　税務
収
納
課

一
般
会
計

　
　
　健康
福
祉
課

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
（
施
設
勘
定
）

　
　
　
　
　
　
　健康
福
祉
課

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　健康
福
祉
課

板
垣
　テ
レ
ビ
神
奈
川
の
デ
ー
タ
放
送
は
今

後
も
続
く
の
か
？

課
長
　主
に
警
報
等
の
情
報
を
流
し
て
い
た

が
、
職
員
が
端
末
で
処
理
し
て
流
す
の
で
、

気
象
庁
の
情
報
の
ほ
う
が
早
い
。
そ
こ
で
、

25
年
度
か
ら
は
や
め
た
。

青
木
嚴
　ふ
る
さ
と
応
援
基
金
寄
附
金
の
当

初
予
算
に
比
し
て
増
の
説
明
は
？

課
長
　当
初
予
算
１
５
０
万
円
は
、
23
年
度

実
績
の
29
件
１
６
０
万
円
を
参
考
と
し
た
。

24
年
度
は
57
件
約
３
０
８
万
円
。
１
万
円
未

満
の
寄
附
が
約
60
％
を
占
め
て
い
る
。

青
木
嚴
　件
数
が
増
え
て
い
る
の
は
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
し
た
の
か
？

課
長
　主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
お
知
ら
せ

と
な
る
が
、
ネ
ッ
ト
で
ふ
る
さ
と
応
援
の
お

得
な
情
報
が
載
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。

町
長
　こ
の
お
得
情
報
も
見
直
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
60
％
の
１
万
円
以
下
の
う
ち
、

多
い
の
は
５
０
０
０
円
を
少
し
超
え
る
も
の
。

寄
附
者
に
は
５
０
０
０
円
の
魚
座
の
食
事
券

が
で
る
。
一
般
会
計
に
は
お
金
が
入
る
が
、

赤
字
の
魚
座
会
計
に
は
お
金
が
入
ら
ず
に
、

食
事
券
を
出
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。

青
木
嚴
　財
政
調
整
基
金
の
説
明
を
？

課
長
　24
年
度
に
１
億
５
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
、
６
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、

差
し
引
き
４
５
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

青
木
嚴
　24
年
度
決
算
の
や
り
く
り
は
？

課
長
　基
金
を
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
な
ど
、
厳
し
か
っ
た
。

板
垣
　弁
護
士
報
酬
の
説
明
は
？

課
長
　基
本
的
な
顧
問
契
約
料
。
23
年
度
に

比
し
て
減
は
、
23
年
度
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
裁

判
が
あ
っ
た
た
め
。
弁
護
士
は
三
ノ
宮
弁
護

士
。

青
木
嚴
　防
災
ラ
ジ
オ
の
在
庫
は
？

課
長
　５
２
０
台
購
入
し
て
、
在
庫
は
20
台
。

青
木
嚴
　発
注
数
に
よ
っ
て
単
価
が
変
わ
る

が
、
今
後
は
？

課
長
　防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い

方
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
単
発
で
の
申
し

込
み
も
あ
る
の
で
、
希
望
の
状
況
を
み
て
新

た
に
発
注
す
る
か
検
討
し
た
い
。

青
木
嚴
　一
人
暮
ら
し
の
方
が
購
入
す
る
場

合
の
援
助
は
？

町
長
　前
向
き
に
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

黒
岩
　産
業
医
報
酬
は
適
正
な
支
出
だ
っ
た

の
か
？

課
長
　一
般
的
に
は
月
５
万
円
ぐ
ら
い
。
両

総
務
民
生
常
任
委
員
会

一
般
会
計

　
　
　企画
調
整
課

一
般
会
計

　
　
　
　
　総務
課

総
務
民
政
常
任
委
員
会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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神
野
　図
書
館
へ
指
定
管
理
の
導
入
は
？

課
長
　図
書
館
の
入
っ
て
い
る
情
報
セ
ン
タ

ー
の
管
理
者
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

二
見
　町
民
運
動
会
と
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
連
携
さ
せ
れ
ば
ど
う
か
？

課
長
　協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
障
が
い
者
も
参
加
す
る

こ
と
か
ら
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
自
治
会
も

了
承
し
た
。
今
年
度
は
別
々
に
行
う
が
、
将

来
的
に
は
「
オ
ー
ル
真
鶴
」
と
し
て
一
緒
に

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

青
木
繁
　中
学
校
の
生
徒
派
遣
費
の
説
明
は
？

課
長

　
部
活
動
の
大
会
参
加
の
旅
費
。

神
野
　教
育
使
用
料
の
不
納
欠
損
の
説
明
は
？

課
長

　
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
の
保
育
料
で
、
平

成
７
年
度
分
１
件
６
万
３
０
０
０
円
、
平
成

11
年
度
分
１
件
４
万
２
０
０
０
円
。

村
田
　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
当
初
の
見
込
み

は
？

課
長

　
予
算
で
は
１
日
当
た
り
１
５
０
人
を

見
込
ん
だ
。

村
田
　目
標
に
達
し
て
い
な
い
が
？

課
長

　１５
０
人
と
い
う
の
は
、
山
北
町
を

参
考
に
し
た
。
中
井
町
で
は
４
０
０
人
か
ら

５
０
０
人
。

村
田
　湘
南
ゴ
ー
ル
ド
振
興
協
議
会
負
担
金

で
栽
培
し
て
い
る
軒
数
と
面
積
は
？

課
長

　
県
で
力
を
入
れ
て
特
産
品
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
が
、
当
町
の
件
数
等
は
把
握

し
て
い
な
い
が
か
な
り
少
な
い
。

岩
本
　公
衆
ト
イ
レ
は
何
か
所
か
？
岬
公
園

便
所
と
は
？

課
長

　
公
衆
ト
イ
レ
は
７
か
所
。
岬
公
園
の

は
購
入
し
て
い
く
。

村
田
　中
川
一
政
美
術
館
は
中
川
先
生
以
外

の
作
品
を
展
示
で
き
な
い
と
い
う
協
定
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
？

課
長
　覚
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
の

展
示
と
な
る
が
審
議
会
に
は
話
を
伝
え
て
い

る
。

村
田
　運
営
が
厳
し
い
中
、
美
術
品
の
処
分

も
あ
り
う
る
。
活
性
化
す
る
う
え
で
も
他
の

作
品
の
展
示
も
必
要
で
は
と
思
っ
て
い
る
が
。

美
術
館
運
営
基
金
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
て
い
る
が
資
産
に
な
っ
た
の
は
？

課
長
　基
金
は
美
術
館
の
運
営
全
般
に
わ
た

る
も
の
。

村
田
　図
書
は
町
民
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

答
え
た
も
の
か
？

課
長
　リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
て
順
次
購
入
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

岩
本
　中
川
一
政
美
術
館
の
所
蔵
品
の
管
理

体
制
は
？
横
山
大
観
の
掛
け
軸
の
管
理
は
？

課
長
　展
示
し
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、

保
管
に
適
正
な
温
度
・
湿
度
の
収
蔵
庫
で
保

管
し
て
い
て
、
随
時
燻
蒸
し
て
い
る
。
掛
け

軸
は
以
前
か
ら
美
術
館
の
作
品
と
一
緒
に
燻

蒸
し
て
い
る
。

神
野
　町
民
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
計
画
は
？

課
長
　修
繕
見
積
も
り
が
２
０
０
０
万
円
と

い
う
と
こ
ろ
が
２
か
所
あ
る
。
財
政
的
に
も

厳
し
い
の
で
、
補
助
金
等
を
利
用
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

神
野
　す
ぐ
に
直
せ
る
と
か
、
何
年
先
に
直

す
と
か
い
う
計
画
が
あ
る
と
町
民
に
も
説
明

が
し
や
す
い
が
？

課
長
　大
き
い
修
理
と
な
る
と
難
し
い
が
、

補
助
金
等
を
利
用
し
て
や
っ
て
い
く
。
壊
れ

て
い
る
も
の
は
早
急
に
直
す
。

委
員
会
報
告

一
般
会
計

　
　
　産業
観
光
課

町
長
　駅
前
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、
観
光
協

会
や
商
店
街
と
も
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

青
木
繁
　街
灯
を
ブ
ル
ー
系
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
で
き
な
い
か
？

課
長
　業
者
か
ら
の
提
案
も
出
て
い
る
。
電

気
料
が
下
が
る
の
で
、
初
期
投
資
の
負
担
が

下
が
る
と
い
う
も
の
。
資
料
を
検
討
し
事
業

効
果
を
確
認
し
た
い
。

青
木
繁
　道
路
維
持
事
業
で
補
修
件
数
は
？

今
後
は
部
分
的
な
補
修
で
は
な
く
区
間
を
決

め
て
行
っ
て
は
？

課
長
　３
か
所
を
補
修
し
た
。
調
査
を
し
た

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
工
事
を
し
て
き
た
が
、

デ
ー
タ
が
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は

調
査
を
予
算
化
し
補
修
を
し
て
い
き
た
い
。

村
田
　博
物
館
・
美
術
館
観
覧
料
で
当
初
想

定
し
て
い
た
見
込
み
は
？
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
が
頑
張
っ
て
い
る
が
支
援
は
？

課
長
　博
物
館
は
大
体
予
想
通
り
。
美
術
館

は
前
年
度
比
２
２
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
は
「
中
川
一
政
没
後
20
年
展
」

を
や
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
予
算
処
置
は
な
い
。

村
田
　駐
車
料
金
と
夏
場
の
デ
ー
タ
は
？

課
長
　博
物
館
へ
の
入
館
は
無
料
。
入
館
チ

ケ
ッ
ト
は
連
番
で
管
理
し
て
い
る
が
夏
場
だ

け
の
デ
ー
タ
は
な
い
。

村
田
　町
民
セ
ン
タ
ー
の
機
器
が
老
朽
化
し

て
い
て
、
使
え
な
い
も
の
ま
で
一
緒
に
な
っ

て
い
る
。
整
理
が
必
要
で
は
？

課
長
　オ
ー
プ
ン
し
て
30
年
が
経
っ
て
い
る

の
で
、
機
器
や
付
属
装
置
も
故
障
が
出
て
き

て
い
る
。
来
年
度
予
算
で
購
入
す
べ
き
も
の

一
般
会
計

　
　
　
　
　教育
課

影
響
し
て
い
る
。

青
木
嚴
　患
者
は
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
だ

が
、
持
ち
直
し
た
か
？

町
長
　現
在
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
が
流
行
す
れ
ば
増
え
る
。

さ
れ
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
会
社
や
バ
ス
会
社

か
ら
事
業
協
力
が
で
き
る
と
い
う
申
し
出
も

あ
る
の
で
、
新
年
度
予
算
ま
で
に
内
容
を
詰

め
て
ゆ
く
。

神
野
　デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
任

せ
る
と
い
う
検
討
は
な
い
か
？
10
人
乗
り
で

は
足
り
な
い
と
い
う
苦
情
も
あ
る
。
バ
ス
会

社
と
一
体
と
な
っ
た
や
り
方
が
良
い
の
か
？

職
員
が
運
転
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

課
長
　デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
中
井
町
が
試
行
で

や
っ
て
い
る
。
国
の
補
助
を
利
用
し
、
バ
ス

会
社
に
任
せ
て
い
る
。
利
用
は
当
町
よ
り
少

な
い
ら
し
い
。
10
人
乗
り
に
し
た
の
は
、
路

線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
侵
さ
な
い
こ
と
か
ら
小

型
の
車
に
し
た
。
タ
イ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
路
線

ル
ー
ト
を
走
る
こ
と
も
可
能
だ
が
今
通
っ
て

い
る
狭
い
道
は
通
れ
な
く
な
る
。
一
番
良
い

方
法
を
考
え
て
い
く
。

二
見
　街
灯
管
理
事
業
で
24
年
度
は
何
本
の

街
灯
を
新
設
し
た
の
か
？

課
長
　１
か
所
で
、
要
望
が
あ
っ
た
と
き
の

み
補
正
対
応
し
て
い
る
。

二
見
　要
望
が
あ
っ
た
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、

暗
い
道
の
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
は
？

課
長
　現
在
１
４
０
０
本
以
上
の
街
灯
が
あ

り
、
約
30
ｍ
に
１
本
の
割
合
で
立
っ
て
い
る
。

新
設
の
道
路
や
分
譲
地
で
道
路
事
情
が
変
わ

ら
な
い
と
新
設
す
る
の
は
難
し
い
。

二
見
　駅
か
ら
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
ま
で
の
間

に
真
っ
暗
な
箇
所
が
あ
る
。
駅
か
ら
港
ま
で

も
暗
い
。
も
う
少
し
活
気
づ
け
る
よ
う
に
明

る
く
で
き
な
い
か
？

課
長
　県
道
は
県
管
理
と
い
う
こ
と
で
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
配
慮
が
欠
け
て
い
た
。
占
用
許

可
を
と
っ
て
町
が
や
る
か
、
県
に
設
置
要
望

し
て
い
き
た
い
。

村
田
　荒
井
城
址
公
園
の
芝
生
広
場
を
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
団
体
が
予
約
を
入
れ
て
占
有

し
て
子
供
た
ち
が
遊
べ
な
く
な
っ
て
い
る
問

題
が
あ
る
？

課
長
　公
園
の
利
用
は
手
続
き
に
基
づ
い
て

の
許
可
制
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
制
限
す
る

に
は
条
例
改
正
が
必
要
で
す
。
以
前
は
月
５

〜
６
回
程
度
で
あ
っ
た
も
の
を
半
分
程
度
に

抑
え
て
許
可
し
て
い
る
。

神
野
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
職
員
が
運
転

し
て
い
る
が
、
今
後
の
体
制
は
？

課
長
　事
業
仕
分
け
で
、
岩
の
路
線
バ
ス
と

学
童
バ
ス
を
統
合
し
た
形
で
の
検
討
を
指
示

一
般
会
計

　
　まち
づ
く
り
課

経
済
文
教
常
任
委
員
会荒井城址公園の芝生荒井城址公園の芝生



課
長

　
立
ち
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
入
口
に

石
を
置
い
て
塞
い
で
い
る
。

二
見
　駅
前
通
り
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ

て
い
る
。
活
気
あ
る
よ
う
に
ペ
イ
ン
ト
と
か

必
要
だ
と
思
う
が
？

課
長

　
町
と
し
て
は
閉
ま
っ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
開
い
た
状
態
に
し
た
い
。
商
工
会
や
商
店

街
を
活
性
化
し
た
い
。

村
田
　魚
座
の
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る
が
？

課
長

　
板
前
の
報
酬
を
賃
金
と
し
た
た
め
。

村
田
　ケ
ー
プ
真
鶴
夏
期
駐
車
場
で
掛
か
っ

た
費
用
は
？

課
長

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
件
費
で
約
50
万
円
。

村
田
　雇
用
の
創
出
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

駐
車
場
を
有
料
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観

光
客
が
来
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る

の
で
は
？

課
長

　
今
後
は
指
定
管
理
者
が
考
え
て
い
く
。

町
が
や
る
限
り
は
有
料
で
い
く
。

村
田
　ケ
ー
プ
真
鶴
の
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
を
変

更
し
た
り
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
を
入
れ
る
な
ど
、

経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
る
が
尻
す
ぼ
み
。

じ
り
貧
に
な
る
の
で
は
？
椅
子
の
配
置
を
窓

側
に
向
け
た
が
お
客
さ
ん
の
反
応
は
？

課
長

　
外
の
景
色
を
見
な
が
ら
食
事
し
た
い

と
い
う
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え
た
も
の
。

経
費
に
つ
い
て
は
、
板
前
を
入
れ
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
し
た
が
、
反
面
シ
ー
ズ
ン
や
天
候
に

よ
り
ロ
ス
が
多
く
、
原
価
率
が
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
。
来
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
と
な
る

の
で
、
こ
こ
で
メ
ニ
ュ
ー
変
更
等
は
中
途
半

端
と
な
る
。

村
田
　営
業
時
間
が
短
い
。
や
る
気
が
見
え

な
い
。
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
。

課
長

　
残
っ
た
期
間
を
考
え
る
と
、
お
客
さ

ん
に
不
便
さ
を
与
え
な
い
最
低
限
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
き
た
い
。

岩
本
　ケ
ー
プ
真
鶴
で
以
前
は
販
売
員
が
お

客
さ
ん
か
ら
色
々
な
質
問
を
さ
れ
レ
ジ
対
応

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

観
光
協
会
が
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
や
り
や
す

く
な
っ
た
の
か
？

課
長

　
確
か
に
観
光
協
会
が
案
内
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
レ
ジ
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

村
田
　基
金
の
年
度
末
が
10
円
で
は
支
払
い

に
滞
り
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
金
の
積

み
立
て
が
必
要
で
は
？

課
長

　
平
成
24
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
２
３

０
０
万
円
繰
り
入
れ
、
繰
り
上
げ
充
用
も
し

た
。
魚
座
基
金
は
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度

で
の
間
で
一
般
会
計
へ
７
０
０
０
万
円
繰
り

入
れ
て
き
た
。

町
長
　一
般
会
計
へ
基
金
を
出
し
た
た
め
に

施
設
の
改
修
が
で
き
な
い
。

神
野
　魚
座
の
板
前
は
何
人
？

課
長

　
３
人
で
交
代
制
。

神
野
　前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
人
件
費
は

増
え
て
い
て
賄
材
料
費
も
増
え
て
い
る
が
？

課
長

　
人
件
費
は
人
数
の
増
に
よ
る
も
の
。

賄
材
料
は
支
払
月
の
調
整
に
よ
る
も
の
。

神
野
　魚
座
の
改
善
は
？

課
長

　
施
設
の
修
繕
と
か
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
と
い
う
経
営
改
善
を
行
っ
て
い
く
。

二
見
　ケ
ー
プ
真
鶴
シ
ー
フ
ロ
ン
ト
店
舗
使

用
料
の
滞
納
額
の
残
額
は
？

課
長

　
約
１
０
０
万
円
。

二
見
　ケ
ー
プ
真
鶴
運
営
費
の
工
事
材
料
費

の
説
明
を
？

課
長

　
シ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
テ
ラ
ス
の
手
す
り

の
修
繕
に
か
か
っ
た
も
の
。
借
主
が
直
す
と

い
う
こ
と
な
の
で
材
料
の
支
給
の
み
。

村
田
　下
水
道
の
接
続
率
と
目
標
は
？

課
長

　
接
続
可
能
な
の
は
６
１
９
マ
ス
で
接

続
済
が
２
０
２
件
で
32
・
69
％
。
区
域
拡
大

を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
は
未
接
続
世
帯
の

接
続
勧
奨
を
進
め
て
い
き
た
い
。

村
田
　老
朽
管
の
取
り
換
え
時
期
は
？

課
長

　
平
成
４
年
度
に
事
業
を
開
始
し
20
年

を
経
過
し
た
。
管
は
敷
設
替
え
の
範
疇
で
は

な
い
の
で
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
更
新
計
画

は
立
て
て
い
な
い
。

村
田
　現
金
と
預
金
が
少
な
く
、
未
収
金
が

多
い
。
不
安
定
な
経
営
で
は
？

課
長

　
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
健
全
な
経
営
と

な
る
が
、
３
年
に
１
回
程
度
の
料
金
の
見
直

し
の
必
要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
町
で

も
料
金
の
見
直
し
を
審
議
会
で
や
っ
て
い
る
。

上
げ
る
方
向
で
は
な
く
、
今
後
ど
う
す
る
か

も
諮
っ
て
い
く
。

村
田
　未
収
金
の
回
収
率
は
？

課
長

　
過
年
度
分
の
徴
収
率
は
、
22
年
度
が

21
・
17
％
、
23
年
度
が
26
・
15
％
、
24
年
度

26
・
15
％
。

経
済
文
教
常
任
委
員
長
　
　二
見
和
幸

便
所
は
三
ツ
石
に
あ
る
も
の
で
、
番
場
浦
駐

車
場
に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

岩
本
　ト
イ
レ
の
汚
れ
が
目
立
つ
が
委
託
先

は
？

課
長

　
ト
イ
レ
清
掃
は
７
月
・
８
月
は
毎
日

で
、
そ
の
他
の
月
は
月
に
20
日
間
。
業
務
内

容
は
日
報
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

岩
本
　観
光
の
町
と
し
て
ト
イ
レ
の
管
理
は

大
事
で
は
？

課
長

　
町
民
か
ら
苦
情
も
あ
る
。
特
に
石
の

広
場
。
委
託
の
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
る
。

青
木
繁
　湘
南
ゴ
ー
ル
ド
栽
培
の
農
家
の
把

握
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
栽
培

の
促
進
を
図
ら
な
く
て
良
い
の
か
？
農
業
委

員
会
と
協
議
し
て
苗
木
の
補
助
等
促
進
の
た

め
の
予
算
付
け
が
必
要
で
は
？
ま
た
野
猿
対

策
協
議
会
負
担
金
は
24
万
円
の
う
ち
有
害
鳥

獣
被
害
対
策
事
業
補
助
金
は
７
万
５
０
０
０

円
だ
け
、
協
議
会
予
算
が
多
く
て
現
場
が
少

な
い
が
？

課
長

　
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
は
栽
培
が
難
し
く
、

売
り
物
に
な
る
ま
で
手
間
が
掛
か
る
の
で
、

中
々
や
っ
て
頂
け
な
い
。
農
協
を
通
じ
て
依

頼
す
る
。
有
害
鳥
獣
の
補
助
金
は
猟
友
会
に

よ
る
駆
除
に
対
し
て
の
補
助
だ
が
、
会
員
が

減
っ
て
き
て
お
り
、
真
鶴
班
で
は
１
人
だ
け

に
な
っ
て
い
る
。

青
木
繁
　農
協
に
負
担
金
を
任
せ
て
い
る
。

猟
友
会
に
つ
い
て
も
以
前
と
同
じ
答
弁
。
本

腰
を
入
れ
て
い
な
い
。
役
場
の
熱
意
が
み
え

な
い
。
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
の
特
性
は
分
か
っ
て

い
る
。
県
が
特
産
品
と
考
え
て
い
る
以
上
、

モ
デ
ル
農
園
も
必
要
。
作
ら
な
い
の
な
ら
ば

協
議
会
へ
の
負
担
金
は
い
ら
な
い
。

神
野
　真
鶴
半
島
冬
花
火
大
会
実
行
委
員
会

補
助
金
の
30
万
円
は
寄
付
か
？

課
長

　
頂
い
た
寄
付
の
30
万
円
を
観
光
協
会

に
助
成
し
て
い
る
。

神
野
　費
用
の
総
額
は
？
去
年
の
人
出
は
？

課
長

　
収
入
が
２
２
１
万
円
で
支
出
が
２
１

１
万
円
。
人
出
は
４
８
０
０
人
。
主
催
は
観

光
協
会
。

神
野
　町
長
の
景
気
倍
増
計
画
で
、
基
本
と

な
る
数
値
は
何
か
？
町
税
の
増
で
は
な
い
の

か
？

町
長
　基
本
の
数
値
は
売
上
額
。
人
の
数
で

は
な
く
落
と
し
て
く
れ
た
金
額
。
事
業
の
統

廃
合
を
し
て
そ
れ
な
り
の
人
数
は
確
保
で
き

た
が
、
観
光
客
は
こ
れ
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。

プ
ラ
ス
何
か
が
な
い
と
い
け
な
い
。
国
県
補

助
で
使
え
る
も
の
を
探
し
て
事
業
を
や
っ
て

い
く
。

二
見
　亀
ヶ
崎
に
地
下
建
物
が
何
十
年
も
そ

の
ま
ま
だ
が
、
撤
去
は
？

課
長

　
土
地
は
町
有
地
だ
が
建
物
は
私
物
。

所
有
者
の
特
定
が
必
要
と
な
る
。

二
見
　地
面
に
穴
が
開
い
て
い
て
危
険
な
の

で
立
ち
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
対
策
は
？

委
員
会
報
告
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下
水
道
会
計

　まち
づ
く
り
課

水
道
事
業
会
計

　まち
づ
く
り
課

真
鶴
魚
座
・
ケ
ー
プ
真
鶴

　
　特別
会
計

　産業
観
光
課

亀ヶ崎の建造物亀ヶ崎の建造物
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真
鶴
町
の
職
員
は
、
学
歴
的
に
も
人
格

的
に
も
優
れ
た
人
が
多
く
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
町
が
経
営
す
る
町
営
施
設
は
、

経
営
難
と
な
っ
て
い
る
。

　多
く
の
大
手
の
企
業
で
は
、
20
〜
30
歳
代

の
若
手
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
活
力
と
競

争
力
の
あ
る
企
業
体
質
へ
と
常
に
挑
戦
し
て

い
る
。

　年
功
序
列
や
肩
書
な
ど
は
で
人
事
を
決
め

な
い
で
、
何
と
か
し
た
い
と
や
る
気
を
示
し

て
い
る
若
手
職
員
メ
ン
バ
ー
に
、
レ
ス
ト
ラ

ン
再
建
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
任
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
た
ほ
う
が
、
若
手
職
員
の
能

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
し
、
現
状
を
打
破

す
る
可
能
性
も
高
ま
る
の
で
は
？

　町
と
し
て
、
若
手
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
活
躍

の
場
所
を
提
供
す
る
考
え
は
な
い
か
？

異
動
の
希
望
申
告
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
、
例
規
整

備
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
制
度

の
運
用
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
若
手
職
員
が
参
加
し
、
そ
の
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
立
案
、
実

施
、
そ
し
て
目
標
達
成
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
田

　知章

　
　
　
　
議
員

町
営
施
設
、
若
手
に
任
せ
た
ら
？

真
鶴
駅
交
差
点
の
渋
滞
解
消
を
！

「
若
手
職
員
の
活
躍
の
場
所
に
つ
い
て
」

？ 「
真
鶴
駅
前
交
差
点
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た

め
に
、
「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
方
式
」
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

わ
が
町
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、

丁
場
跡
地
を
太
陽
光
発
電
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
と
し
て
誘
致
す
る
考
え
は
？

町
の
将
来
に
向
け
て
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
の
観
点
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方

針
で
進
め
て
い
く
の
か
？

一 般 質 問

一
般
質
問

神
野

　秀子

　
　
　
　
議
員

？？？？町長

希
少
な
植
物
の
盗
掘
が
後
を
絶
た
な
い
。

そ
れ
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識

す
ら
薄
れ
て
い
る
。
お
林
に
は
希
少
な
植
物

も
生
育
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
見
る
こ
と
は

ほ
ぼ
不
可
能
な
状
況
だ
。
海
で
も
、
イ
セ
エ

ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
密
漁
の
問
題
も
あ
る
。

　町
独
自
の
動
植
物
保
護
条
例
を
定
め
て
、

保
全
す
る
も
の
は
保
全
し
、
海
の
幸
、
山
の

幸
と
し
て
共
有
す
る
も
の
は
共
有
す
る
と
い

う
共
通
の
認
識
づ
く
り
を
す
る
考
え
は
な
い

か
？

植
物
の
保
護
は
、
半
島
原
生
林
内
に
県

立
自
然
公
園
特
別
地
域
を
指
定
し
た
神

奈
川
県
立
自
然
公
園
条
例
が
あ
り
ま
す
。
野

生
鳥
獣
の
保
護
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
県
計
画

で
、
真
鶴
半
島
97
　を
希
少
鳥
獣
生
息
地
と

し
て
鳥
獣
保
護
区
域
に
指
定
し
、
全
て
の
鳥

獣
の
捕
獲
が
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　新
た
な
条
例
を
整
備
す
る
こ
と
よ
り
も
、

今
の
法
律
や
条
例
の
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
ず
、
自
然
公
園
に
関
し
て
は
、
県

と
協
議
し
、
お
林
内
に
啓
発
看
板
な
ど
を
設

置
し
て
保
護
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

守
ろ
う
、
真
鶴
の
自
然
！

「
真
鶴
町
の
動
植
物
保
護
条
例
に
つ
い
て
」

？？？？町長

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
方
式
と
は
、
円
形

交
差
点
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
で
は
古
い
歴
史
が
あ
る
。
利
点
と

し
て
、
安
全
性
が
高
く
、
環
境
に
も
優
し
く
、

信
号
機
が
要
ら
な
い
の
で
災
害
時
で
も
運
用

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
方
式
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
？

国
道
１
３
５
号
線
を
走
る
車
が
減
速
・

加
速
を
強
い
ら
れ
遅
れ
が
生
じ
る
。
駅

前
と
い
う
性
格
か
ら
横
断
歩
道
は
必
須
で
、

信
号
制
御
で
し
か
安
全
な
横
断
が
確
保
で
き

な
い
。
用
地
取
得
や
駅
前
の
商
店
、
駅
構
内

の
再
整
備
が
必
要
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
施

は
難
し
い
、
と
の
神
奈
川
県
の
見
解
で
あ
る
。

駅
へ
の
出
入
り
を
含
め
６
差
路
に
な
る

交
差
点
は
、
複
雑
で
分
か
り
難
く
危
険

で
あ
る
。
ま
た
、
駅
前
に
住
む
方
々
か
ら
は

交
通
量
が
増
え
、
振
動
が
激
し
く
夜
眠
れ
な

い
等
の
相
談
が
あ
っ
た
。
真
鶴
道
路
が
無
料

に
な
っ
て
か
ら
の
交
通
量
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
る
の
か
？

真
鶴
駅
前
交
差
点
を
通
過
す
る
車
の
１

日
の
台
数
は
、
平
成
17
年
度
が
約
８
０

０
０
台
で
平
成
22
年
度
で
は
１
万
５
６
０
０

台
で
あ
る
。

１
日
の
交
通
量
が
１
万
５
０
０
０
台
ま

で
で
あ
れ
ば
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
方
式

を
検
討
す
る
意
義
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　真
鶴
町
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
始
め
、

美
の
基
準
や
景
観
行
政
団
体
な
ど
を
い
ち
早

く
策
定
し
て
い
る
町
で
あ
る
。
真
鶴
ブ
ラ
ン

ド
の
小
松
石
を
使
っ
た
環
道
を
つ
く
り
、
日

本
で
唯
一
、
石
畳
の
上
を
ダ
ン
プ
カ
ー
が
静

か
に
走
る
道
路
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
？県

の
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
道
路
側

溝
を
改
修
し
上
り
車
線
の
改
良
を
し
、

直
進
車
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う

整
備
し
て
い
く
、
と
の
事
で
、
町
と
し
て
も

引
き
続
き
県
に
働
き
掛
け
、
抜
本
的
な
渋
滞

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　他
に
以
下
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

？？？？？？？？

？？？？町長

町長町長

ha

軽井沢にて軽井沢にて
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審
議
結
果

○○
　
○○○○○○○○○承01111専決処分の承認を求めることについて（平成25年度真

鶴町一般会計補正予算(第3号))

○○
　
○○○○○○○○○同01111真鶴町固定資産評価審査委員会委員の選任について

○○
　
○○○○○○○○○可01111真鶴町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

○○
　
○○○○○○○○○可01111真鶴町特別職の職員中非常勤の職員の報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○○
　
○○○○○○○○○可01111真鶴町介護保険条例及び真鶴町後期高齢者医療に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町一般会計補正予算(第4号)について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第1号）について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第2号）について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町下水道事業特別会計補正予算（第2

号）について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町介護保険事業特別会計補正予算（第

1号）について

○○
　
○○○○○○○○○可01111平成25年度真鶴町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第1号）について

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について(平成24年度真鶴町一般会計決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について(平成24年度真鶴町国民健康保険

事業特別会計（事業勘定）決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について(平成24年度真鶴町国民健康保険

事業特別会計（施設勘定）決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について（平成24年度真鶴町下水道事業特

別会計決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について（平成24年度真鶴町真鶴魚座・ケ

ープ真鶴特別会計決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について（平成24年度真鶴町介護保険事業

特別会計決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について（平成24年度真鶴町後期高齢者医

療特別会計決算）

○○
　
○○○○○○○○○可01111決算の認定について（平成24年度真鶴町水道事業会計

決算）

黒
岩

　宏
次

岡
ノ
谷
佳
子

草
柳

　昭

青
木

　嚴

二
見

　和
幸

神
野

　秀
子

岩
本

　克
美

青
木

　繁

海
野

　弘
幸

高
田

　昇

村
田

　知
章

板
垣
由
美
子

　

議
決
結
果

反

　対

賛

　成

採
決
者
数

議　　　　　案議案番号

平成25年　第５回定例会　審議結果 会期（2013年8月27日～9月6日）

承認第2号

同意第2号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

認定第1号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

認定第8号

○○○○○○○○○○可01111真鶴町広域行政特別委員会設置に関する決議について

○○○○○○○○○○可01111真鶴町議会広報特別委員会設置に関する決議について

○○○○○○○○○○同01111真鶴町監査委員の選任について

○○○○○○○○○○同01111教育委員会委員の任命について

二
見

　和
幸

青
木

　嚴

村
田

　知
章

青
木

　繁

海
野

　弘
幸

　

岩
本

　克
美

光
吉

　孝
浩

高
橋

　敦 

黒
岩

　範
子

田
中

　俊
一

板
垣
由
美
子

　

議
決
結
果

反

　対

賛

　成

採
決
者
数

議　　　　　案議案番号

平成25年　10月臨時会　審議結果 会期（2013年10月4日）

発議第2号

発議第3号

同意第3号

同意第4号

議
長
は
裁
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

議
長
は
裁
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん



2013年11月15日発行

10

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
公
平
、
効
率
的
な
町
政
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
監
視
し
、
町
の
振
興
・
発

展
・
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
調
査
、
研
究
し
町
民
の
皆

様
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
議
長
と
し
て
全
力
を
傾
け
議
会
の

活
性
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
に
説
明
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
今
後
と
も
町
議
会
に
対
し
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
月
4
日
の
臨
時
議
会
で
町
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
議
長
と
し
て

真
鶴
町
議
会
基
本
条
例
を
順
守
し
公
正
な
討

論
を
進
め
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
の
役
割
は
、
二
元
代
表
制
の
趣
旨
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執

行
機
関
に
対
し
、
議
決
権
・
調
査
権
を
行
使

　
本
格
的
な
地
方
分
権
・
地
域
主
権
が
進
む

中
、
地
方
自
治
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り

ま
す
議
会
は
、
大
変
大
き
な
責
務
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
方
の
負
託
に
応
え
る
と
と
も
に

与
え
ら
れ
た
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
十
分
全
う

す
べ
く
、
議
会
機
能
の
充
実
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

平
無
私
の
立
場
を
貫
き
、
各
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
力
量
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
思
を
尊
重
し
て
、

広
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
平
成
25
年
10
月
4
日
の
臨
時
会

に
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
推
挙
を
賜

り
ま
し
て
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
二

見
和
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
副
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
こ

の
う
え
な
い
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
議
会
構
成
表

副議長就任のあいさつ
二見和幸

議長就任のあいさつ
青木　嚴

監 　査 　委 　員 岩本　克美
高橋　　敦 

議会広報特別委員会 村田　知章 光吉  孝浩
田中　俊一

岩本　克美
黒岩　範子

委　員　会　名 委　員　長 副委員長 委　　　　員
平成25年10月4日現在

真 鶴 町 議 会 委 員 会 構 成 表

議　長　　青木　　嚴　　　　副議長　　二見　和幸

岩本　克美
議会運営委員会 板垣由美子 青木　　繁

高橋　　敦 
村田　知章
光吉  孝浩

青木　　繁
経済文教常任委員会 岩本　克美 田中　俊一

光吉  孝浩
村田　知章
海野　弘幸　

二見　和幸
総務民生常任委員会 海野　弘幸 高橋　  敦

板垣由美子
青木　　繁
黒岩　範子

青木　　嚴
光吉  孝浩 二見　和幸
黒岩　範子

広域行政特別委員会
※湯河原町真鶴町
　広域行政推進協議会

海野　弘幸

板垣由美子
高橋　　敦 
田中　俊一

青木　　繁
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真鶴町議会議員

村田　知章

岩本　克美

田中　俊一

高橋　敦 

海野　弘幸

町の木　くすのき

光吉  孝浩

黒岩　範子

青木　繁

板垣由美子

町の花　はまゆう 町の鳥　いそひよどり
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決

　
算

財
源
の
内
訳
と
一
般
会
計
の
推
移

歳入

　依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

　事
業
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
の
緊
縮
財
政
に
よ
っ
て
支
出
を
抑
え
ま
し
た
が
、
高

齢
化
に
伴
う
負
担
増
な
ど
で
歳
出
は
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
も
町
民
税
が
10

億
円
の
大
台
を
下
回
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
公

債
費
負
担
率
は
警
戒
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
15
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
範

囲
内
に
収
ま
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

真
鶴
町
の
財
政
に
余
裕
は
？

真鶴町の決算報告から

その他（手数料、使用料など）

町債

国・県支出金

地方交付税

町税

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500
●歳入決算の推移（一般会計）

0

5億円

10億円

15億円

20億円

25億円

30億円

35億円
（単位：千円）

1,099,796

638,452

271,295

586,698

777,837

1,076,218 1,038,577

802,658

497,570

356,228

450,935

1,028,450 

899,867

458,848 

283,965 

501,275

725,224

457,267

188,907

511,163

984,525984,525

932,763932,763

407,837407,837

245,054245,054

633,746633,746

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

　一
般
会
計
の
財
源
を
自
主
財
源
（
町

が
独
自
に
調
達
す
る
財
源
で
、
町
民
税

や
手
数
料
な
ど
）
と
依
存
財
源
（
国
や

県
な
ど
に
依
存
し
て
調
達
す
る
財
源

で
、地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
）

に
分
け
て
比
較
す
る
と
、
自
主
財
源
は

決
算
総
額
に
対
し
て
47
・
４
％
、
そ
の

う
ち
町
税
は
30
・
７
％
、
依
存
財
源
は

52
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　自
主
財
源
が
少
な
く
、
国
や
県
な
ど

に
財
源
を
依
存
し
た
状
態
で
は
、
資
金

を
自
由
に
活
用
で
き
ず
、
自
治
体
の
独

自
性
が
失
わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住

民
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
っ
た
状
況
に

至
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
依
存
財
源
に
関
し
て
も
、
地

方
に
配
慮
し
た
国
の
財
政
政
策
が
今
後

も
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　当
町
に
は
、
納
税
の
公
平
公
正
を
図

る
た
め
に
税
務
収
納
課
が
設
置
さ
れ
、

差
し
押
さ
え
物
件
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
始
め
る
な
ど
、
徴
収
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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80

82

84

86

88

90

92

94

0

2

4

6

8

10

12

14
（％）

（％）

●経常収支比率

●公債費負担比率

85.2

93.1

87.0

89.5

92.1

89.9

90.0

86.8

82.0

5.3
6.5

8.0

9.7

9.8 11.4 11.5
12.4 13.0

88.588.5

15
年度

15
年度

16
年度

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

23
年度

24
年度

16
年度

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

23
年度

24
年度

12.712.7

歳出

経
常
収
支
比
率
　と
は
、
町
の
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
よ
う

に
、
毎
年
度
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
等
の
額
（
経

常
経
費
等
充
当
一
般
財
源
）
が
、
町
税
な

ど
使
い
道
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
毎
年
継

続
的
に
収
入
が
あ
る
財
源
の
総
額
（
経
常

一
般
財
源
）
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　こ
の
率
が
高
い
ほ
ど
、
新
た
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
（
政
策
的
経
費
）
に
対
応
で
き
る

余
裕
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
80
％
を

超
え
る
と
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

公
債
費
負
担
率
　と
は
、
一
般
財
源
の

総
額
に
対
す
る
公
債
費
（
町
の
借
入
金
の

返
済
額
）
の
割
合
で
す
。

　こ
の
率
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
運
営
上
の

硬
直
性
の
高
ま
り
を
示
し
、
政
策
的
に
使

え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、

15
％
を
超
え
る
と
警
戒
ラ
イ
ン
、
20
％
を

超
え
る
と
危
険
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

450045億円

40億円

35億円

30億円

25億円

20億円

15億円

10億円

5億円

0億円

855,507855,507

239,964239,964
144,774144,774

545,653545,653

37,38237,382

546,520546,520

477,561477,561

1,158,2291,158,229

843,341843,341

249,817249,817

390,475390,475

640,400640,400

46,53446,534

468,061468,061

456,688456,688

837,241837,241

770,580770,580

270,120270,120
192,667192,667

500,275500,275

21,11221,112
477,775477,775

419,144419,144

632,078632,078

774,970774,970

251,509251,509
222,805222,805

434,947434,947
21,19521,195
485,373485,373

418,209418,209

265,386265,386

786,768786,768

272,293272,293

235,456235,456

593,716593,716

17,38217,382

499,560499,560

457,085457,085

236,644236,644

760,227760,227

278,570278,570

265,855265,855

419,890419,890
15,06415,064

498,424498,424

460,303460,303

137,798137,798

732,758732,758

284,982284,982

298,123298,123

482,269482,269
17,88517,885

602,508602,508

467,270467,270

390,421390,421

765,885765,885

352,375352,375

316,162316,162

461,943461,943
18,84518,845
439,819439,819

482,632482,632

260,293260,293

780,979780,979

356,884356,884

332,001332,001

485,361485,361

21,15421,154
472,193472,193

471,956471,956

153,690153,690

15
年度

16
年度

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

23
年度

24
年度

729,908729,908

362,533362,533

333,987333,987

445,355445,355
20,91620,916
457,415457,415

520,373520,373

253,456253,456

●歳出決算（性質別）の推移（一般会計）

（単位：千円)

その他
繰出金
補助費
維持補修費
物件費
公債費
扶助費
人件費
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訪
問
診
療
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
へ
の
診

療
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
10

月
よ
り
禁
煙
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

④
入
院
施
設
を
復
活
で
き
な
い
の
？

　こ
の
町
の
規
模
の
診
療
所
で
入
院
施
設
を

運
営
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
も
人
的
資
源
か

ら
も
難
し
い
で
す
。

⑤
健
康
診
断
は
診
療
所
で
で
き
な
い
の
？

　現
在
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
町
の
健
康
福
祉
課
や
教
育
委
員
会

な
ど
と
も
相
談
し
、
一
般
の
方
の
健
診
事
業
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
の
健
康
診

断
事
業
を
拡
充
し
た
い
で
す
。

⑥
財
政
上
の
見
通
し
は
？

　町
か
ら
管
理
運
営
交
付
金
と
し
て
、
初
年

度
２
０
０
０
万
円
、
２
年
度
３
０
０
０
万
円
、

３
年
度
３
０
０
０
万
円
、
４
年
度
２
０
０
０

万
円
、
５
年
度
１
０
０
０
万
円
の
交
付
金
を

支
出
し
て
い
ま
す
。
目
標
の
患
者
数
は
１
日

75
名
か
ら
80
名
で
す
。
現
在
は
平
均
40
名
。

初
年
度
の
赤
字
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
町

に
こ
れ
以
上
の
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
は
出

来
な
い
の
で
、
外
来
診
療
事
業
だ
け
で
な
く

訪
問
診
療
や
検
診
事
業
、
今
後
の
課
題
と
し

て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
な
ど
、

事
業
努
力
を
は
か
り
、
協
会
の
持
つ
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
で
黒
字
化
を
目
指
し
た

い
で
す
。
町
民
と
の
対
話
集
会
を
重
ね
、
町

民
の
要
望
に
真
摯
に
答
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
町
民
の
医
療
を

守
ろ
う
と
す
る
若
杉
先
生
の
熱
い
思
い
が
言

葉
の
は
し
は
し
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。

●
真
鶴
町
公
共
下
水
道
事
業
の
概
要

　真
鶴
町
の
公
共
下
水
道
は
平
成
19
年
3
月

28
日
に
供
用
開
始
さ
れ
、
現
在
供
用
開
始
７

年
目
と
な
り
ま
す
。
公
共
下
水
道
の
整
備
区

域
は
、
計
画
区
域
１
２
５
ha
の
う
ち
平
成
24

年
度
末
で
22
・
07
ha
整
備
さ
れ
平
成
25
年
度

に
新
た
に
０
・
68
ha
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。
接
続
可
能
件
数
に
つ
い
て
は
６
１
９
件

(

公
共
ま
す
基
準)

で
、
平
成
24
年
度
末
ま
で

の
接
続
件
数
は
２
０
２
件
、
接
続
率
は
32
・

63
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
供
用
開
始
以
来
７

年
を
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
接

続
率
は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
契
約
期
間
は
５

年
間
で
す
。

②
地
域
医
療
振
興
協
会
っ
て
？

　昭
和
61
年
地
域
医
療
へ
の
気
概
と
実
績
を

持
つ
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
団
体
。

現
在
全
国
で
59
施
設
の
病
院
や
診
療
所
、
老

人
保
健
施
設
、
看
護
学
校
な
ど
を
運
営
し
、

医
師
７
０
０
名
、
看
護
師
は
３
６
０
０
名
以

上
、
そ
の
他
の
職
種
も
含
め
１
万
人
の
職
員

が
い
て
、
ど
ん
な
地
域
で
も
、
又
、
ど
ん
な

疾
患
に
も
対
応
で
き
る
総
合
医
の
育
成
事
業

を
通
し
、
「
安
心
し
た
保
健
医
療
・
福
祉
」

で
地
域
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
県
内
の
協
会

施
設
と
し
て
、
山
北
町
に
あ
る
山
北
診
療
所

や
横
須
賀
市
に
あ
る
横
須
賀
市
立
う
わ
ま
ち

病
院
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

③
真
鶴
診
療
所
の
新
た
な
取
り
組
み
っ
て
？

　医
師
２
名
体
制
（
１
名
は
非
常
勤
）
を
導

入
し
、
看
護
師
３
名
、
事
務
３
名
（
１
名
は

非
常
勤
）
内
科
、
外
科
に
加
え
整
形
外
科
・

小
児
科
も
開
設
し
ま
し
た
。
専
門
科
の
診
療

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
協
会
の

持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
近
隣
の
医
療
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。
内
視
鏡
・
超
音
波

検
査
な
ど
を
毎
日
実
施
で
き
ま
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
可
能
日
を
、
月
・
水
・
木
・
金
の

４
日
に
拡
充
し
ま
し
た
。
外
来
診
療
を
継
続

し
な
が
ら
、
医
師
１
名
が
往
診
が
可
能
で
す
。

　８
月
１
日
よ
り
真
鶴
町
国
保
診
療
所
が
町

の
直
営
か
ら
「
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振

興
協
会
」
の
指
定
管
理
に
よ
る
運
営
に
変
わ

り
ま
し
た
。
若
杉
尋
所
長
と
川
合
直
人
事
務

課
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

①
指
定
管
理
っ
て
な
に
？

　民
間
経
営
感
覚
の
導
入
や
地
域
医
療
の
再

構
築
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
、
診
療
所
の
管

理
運
営
を
効
果
的
、
効
率
的
に
行
い
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ

特

　
集

特集
真
鶴
町
国
保
診
療
所
は

　
　こう
変
わ
り
ま
す

下
水
道
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の

理
運
営
を
効
果
的
、
効
率
的
に
行
い
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ

年度
計画

面積

整備面積

(累計)

整備面積

(単年度)

管渠延長

(累計)

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度(予定)

真鶴町下水道事業の整備状況

125ha

125ha

125ha

125ha

18.55ha

21.26ha

22.07ha

22.75ha

1.13ha

2.71ha

0.81ha

0.68ha

6,142.981m

6,533.081m

6,839.881m

7,034.581m

若杉尋所長



●
今
後
の
取
り
組
み

　真
鶴
町
は
整
備
面
積
・
接
続
件
数
、
両
方

に
お
い
て
神
奈
川
県
内
で
も
っ
と
も
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
議
会
と
し
て
も

町
執
行
部
と
の
協
議
を
進
め
、
更
な
る
接
続

推
進
を
図
り
、
下
水
道
の
普
及
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

特

　
集
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年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

使用量・利用件数（年度末時点）

※集合住宅等の関係から、接続済みの公共

　ます数と利用件数には差があります。

使用量

61,911㎥

65,938㎥

71,204㎥

利用件数

230件

248件

257件

基本料金

●下水道使用料について

真鶴町の下水道使用料

         (平成19年3月28日制定)

10㎥まで

1,450円(税込)

超過料金
1㎥ごとに

180円(税込)

委員会（いいんかい）
　町長から提出された議案などの審査を行うため、議会の内部審査機関として設置する会
議のことをいいます。地方自治法（第109条、第109条の2、第110条）で、地方議会は
条例で常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会を置くことができるとしています。各
委員長と副委員長は、委員会ごとに委員の中から選任されます。

意見書（いけんしょ）
　町では対応できない重要な事項について、議会としての考えや意思を意見としてまとめ
た文書のことをいいます。各議員から提出された意見書案は、本会議で可決されたのち、
地方自治法（第99条）に基づき意見書として国や都などの関係機関へ提出します。

一般質問（いっぱんしつもん）
　議員が議長の許可を得て、定例会の本会議で町長や教育委員会などの執行機関に対して、
町の仕事の執行状況や将来の方針、計画あるいは疑問点など幅広い視点から質問すること
をいいます。

一問一答方式（いちもんいっとうほうしき）
　質問し、これに答弁し、次いで質問、答弁という形式で同一質問者と答弁者の間で問答
を続けることをいいます。

延会（えんかい）
　議事日程に記載された議題の審議が、その日の本会議で終了できないとき、議題を残し
てその日の会議を終了することをいいます。



編
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後

記
　
　
　

議会だより まなづる Vol.41

　
９
月
に
議
会
の
改
選
選
挙
が
あ
り
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　
初
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
議
会

だ
よ
り
に
対
す
る
意
気
込
み
や
意
見
な
ど
、
活

発
に
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
議
員
の
手
作
り
の
議
会
だ
よ
り
を

継
続
し
ま
す
。
特
集
記
事
の
取
材
や
原
稿
の
編

集
な
ど
、
議
員
が
す
べ
て
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
町
民
の
皆
様
の
身
近
な

議
会
だ
よ
り
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
編
集
委
員
長
を
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
常
に
新

し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
心
が
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
村
田
　
知
章
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